
飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1991年度に飛鳥地域において笑施した石和11遺跡 ・坂田寺・飛鳥池遺跡の調査概要を報告する

(10頁の一覧参!!日)。

1 .石神遺跡第10次調査

遺構 今年度から旧飛鳥小学校の敷地 (小字唐木)を調査する予定となった。今回の調査地は第

3次制査区の酉，史跡水浴遺跡;の北にあたる。検出した迫tf，'ltは，大きく AWJ (7世紀中頃 :斉明

lii!J) ， s 則 (7世紀後半 :天武i;引)， C JVJ ( 7 世紀末一 8 世紀初頭 : 藤原宮!~J) にわかれる。

[ A則 ] 飛鳥寺の北に東西大垣SA600が作られ，その北側に石やl'逃跡(斉明ijiリjの饗宴施設)， 

1fj側に水落迫ー跡(斉明六年<660>に中大兄皇子がつくった漏表IJ台=水H寺計)が形成された時期。

SA600は低い基出をもっ掘立柱の一本柱塀で，第3次剖査区で

制査区の策側で、その閲延:長長音剖部|目lの柱擬?形巳を4箇J検検蜘l出Hした。このSA600の凶端の柱穴から西へ約7.5m

の111)に柱穴はないが，そのE則!IJでSA600と方位を揃え，柱間寸法も阿じ2.54m等間で、ある束凶塀

SA1600を7111)分検出した。SA600とSA1600は掬17彩の大きさや柱の径がわずかに異なるものの -

辿の言ITilliにもとづき造営された大垣とみられる。しかし，そのIIIJに柱穴はなく，このIHlは両遺跡

を結ぶ通路として利用されたと考えられる。したがって，今回検出したA則の追桃は，1)東西大

亡』ヨ= ==ー==一一山剛山 垣のiijに広がる水落泣跡に属す遺構，2)水落遺
1 IIIIIh6 11'> 3.}> 山 ~I. ;t， 2次 山納..九 l次"罰iI"3次

飢目。-x

飛1'h地成訓査{立i丘区I(l : 8，000) 

跡と石村l遺跡を結ぶ遺構， 3)東西大垣の北に広

がる石和11遺跡に属す迫m，にわけられる。
A 1 水落遺跡に属す遺構 臼 1600の仙南縁

を|拠り西へ流れる石組li品SD1601と， そのJtjに

広がる石敷SX1630がある。SDl60lは，J"f正幅40

-50cmのiN;に復原できる。iJ!lJ石はほとんど失わ

れているが，基出雨縁を画す玉石が械の北の側

ロ

p 

a 

Q 

石を兼ねた十Jlt造となろう。SX1630の石の敷き

方は，石布11遺跡側の石敷 SX1590・1645・1655

にくらべ丁寧で，石も全体に小型で、ある。

2.水落遺跡と石神遺跡を結ぶ遺構 通路

SX1620，水時計遺構から北へまっすぐ延びる

木樋 Eと小銅管を埋設した掘形 SD277，その

抜取りijYi:SD1595，おなじく北北西に延びる木

樋 Hを埋設した御形SD1625とその抜取りi的

SD297カfある。
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SX1620は， SA600の閣の柱 3111]分を l幅約7.5m の通路としたもの。 木樋と小鋼管を埋設したtkl\~f~

SD277は約12m分を検出し，水H‘I音1・~I:J心古11から 50m 以上延びていることを雌認した。 その抜l収機

SD1595には大1，::の焼土が含まれており SX1610やSA600が焼失 した後に水樋などが抜き取られ

たことを示している。なお.水落iむ跡、の第5次部l査区の所見では，外寸法で、約30cII1のl陥をもっ木

樋 Eと，小剣管を包む]0αn111の木樋は， ~ L、々脱出!tで:'t':l50clI1の 1111附を保ち併設されているが， 今回

の花Jcl祭結果では一方の抜取り決闘;しか認められず，どちらかが水落遺跡の第5次調査区と今回の

制査区との間で東西いずれかの方向に 111 1がっていると ~ft定される。 いずれとも決しがたいが，断

而観祭の結果では，オ寸iillEが北へ延びている可能性が高い。

木樋 Hを埋設した掘形SD1625は約]7m分を検11'1し，木樋Gとの接続点から36m以上延びる。

これも SX1610が焼失した後に本槌を政き取っている。

3.石神遺跡に属す遺構 東西大垣SA600・1600の北に広がる石敷1590・1645・1655，SA1600と

柱列 SX1610にとりっき通路SX1620の凶を回す市北塀SA1640，SA] 600の約 5m北を聞へ流れる

東西石組市 SD1650，前l査区の北辺に沿って検11¥した来四方向の柱列SX]610・1670・1655がある。

SX1590はかなり出なわれているが， SA600とSX1610の111]は，全而にわたって石敷で舗装してい

たとみられる。SX1645・1655もSX]590と!日lじ大きさの川原石を敷きつめたもので，SD1650にむ

かつて緩やかに傾斜し， SA1600とSX1670の1111の耐水を排水する。

SA1640は5Itljう士をt食Il¥し， *1 1111寸.it~は2 . ]m主宇11円。SD1650は治:幅約40cII1で¥刊州[IJにひとカ、ヵ、ぇ

ほどの玉石を立て11111石とする。京消の椛造が不明であるが， SA1640付近の石敷の残存状況からす

ると，全体がi主くくぼみ，周囲の雨水を集めて SD1650にり|水していたと W~定される。

柱91]SX1610・1670は， 一辿の京凶株建物のp}:i側柱になるのか.東I国J}Jfになるのか制査区内の

m見だけでは判断しがたし、。しかし， SA1640を境にー点と凶て、は柱筋がわずかに揃わず，柱抜取
り穴の形や柱11¥1寸法も奥なることから別のWt:&物であった可能性がi虫:jlt、。ただし，いずれのね:

抜取り穴にも焼土が充満しており，同時に焼失した|古川時期の逃桃と考えられる。SX16]0の柱間

寸法はほぼ2.6mで告1Iりつけられるが，京から 311¥1日が3.4mと広し、。SX1670の柱IHJ寸法は若干

のばらつきがあ

るカf，ほほ2.3m 回

である。

柱列 SX1665は

211¥1分を検IL¥し

た。柱 11月寸法は

東からがJ3.5m，

約4.3mである。

燐絶の lI~iWJは

SX1670と|吋|時期l

泊1関4

凶日

石和liil1跡第 10次湖流泣fi'lt l~1 (1 : 400) 
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組周

石事IljU跡A-3)YJ主要(1立椛配ií'，~1立1(1 :2.000) 

と4fI~定されるが.断ち割り調査の結果では，柱

抗iD彩が掘られたH寺WIはSX1670よりわずかに遅

れる。その抹ti'l築成にwい建てられた付M的な
施設と考えられる。

[ B WI] A JYIの泊椛が取りJ裂され.配ii'i:の異

なる建物昨が建設された 11寺JVI。今回は.

SA1600のTti約1.2mにある束阿JMSA 1605を7

問分と，柱ダ1ISX1660を検出した。SA1605は，

柱1111寸法と造営方位は SA1600と一致し，柱佐

世もほぼ正磁に揃う。この SA1605は， 第3次

調査で検11\ した京商事~f.SA560の1'4延長部とみら

れるが，通路 SX1620部分で柱í'( は J，~v 、だきれ

なかった。的3次調査区では，ねJfI!形は SA600

のiP..Iザ上而から抑り込み， 一部でSA600の柱掘

形を壊し，~，pi'iもかさ上げしてI梢誌の化粧石も

鋸えなおしているという所見から.AWIの大垣

のfftii'i:をif.iにずらし.B !UIもその位j?:をほぼ踏

襲したものとみられてきた。しかし，生1:1:11寸法

と柱位ii'l':がSA1600と揃い，通路SX1620部分に

このJ)}f.が続かないことを重視すれば.SA1605 

はSA1600と一体の構造をもち， 一時期j遅れて

付け加えられた可能性も考えられよう。その場合.SA1605はA!YIの遺構とな り，これまでの B

JUIの遺構配W~については再考が必裂となる。 SX1660は. 51:11分 (2.3m等間)を検Il'.したのみで

あるが，あるいはWI'4"棟建物の南側位ダ1Iとなる可能性も残る。

[ C!則り別1] BJY則リ別lの逃イ計i

の土師綜や5忽鋭i兵i!悲Lι，1:(.慌品を合む大小の土坑や主宏創:1行i椛F梓fSD163沼2を検;山L¥したにととどειまる。

まとめ 石初11泣紛;の南北の規棋は京jJ可大.Jn.SA600から北へ160m以上におよぶことが知られていた

が，今回，京iJ可の規肢が140m以上になることが明らかとなった。A-3!UIの遺榔は，この中に 5

つほどの~~ IIII としてまとめられる。

SA600の北には，石敷きを中心、とした~~ II\ Jがひろがる。 井戸 SE800から北へ延びる石組榔の取

には.4材iの建物で問まれた狭長な京区jilijがある。一方.石剥li此のiLEiにはより広大な阿区阿の存

在が解明されつつある。さらに，この北には 石組椛の東に特児な平而形をもっ建物を中心とし

た区間があり，凶には総柱建物が数棟建ち並んでいたようである。このうち，京区jilljはきわめて

コンパクトにまとめられた配位をもち， jf~裂な役151ほ来たした施設のひとつとi!E定される。 一方，
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Ï~lj区阿では， 2 械の凶Hlilil i建物が検出 されており，京区jlili より大規紋かっ rl~qg的な他l泣であった

可能性が出し、。今回検11'，した柱タIJSX1610・1670は.このI川区il!!iの北をIliljす建物 Ss1330に刈・泌し

たHil民施設となる可能性も考えられよう。その場合，I'lj区I凶のrH北の脱般は110m近くに及び，京

刊の規肢は42m以上となる。 また，今回の訓査では.i:i1II'遺跡と水治追跡が，SA6∞で完全に11~

てられた別の空IIIJとして機能していたのではなく 通路SX1620によって一体の主IIIJとして利JIJさ

れ，水を利用 した施設が附区耐の中心部に延びていることも確認された。 ;j~年度以降の訓査で，

jJlj区piliの建物配置と，水を利用 した施設のW(，IYJがJUH.¥":される。

2.坂田寺跡第7次調査

りょの環}1i.整備事業に伴う泣11~ þ'(ti器調査の都 2 1r::次に当る。 ïÌÎi回は 節3次郎j査で確認した刊ifli

する仏企の南東|問と lií~IJiliの廻IJ11;を検出 し， i"'iず「が8世紀後半に造営された的1Sc:1'i:きの建物である

ことなどを明らかにした。今回倹IIJしたjit併には， IhiM廻I!!I; とその内外のï:l:j r6-iN~，内j丘の石敷の

ほか，石組l施設 ・消 ・炉や土砂崩れの跡などがある。

南面廻廊SCα18加0 廻h似納附'11悩1;は』撚t於制C引叩川11川川1¥川iリJ1川11川i日川lりlでで、，柱11川l日川1刊jド二寸寸u法去はt桁i行t行 . t柴i於刺5叶11問l目川¥jとも3 m (り]0ωjκ〈心) でで、ある。 ~殺新~}i たに 1悶5 

11間iH刈iりl分を検I山uしし，11 
j'目削'j引判jl川lリlつて平j坦2卸I而訂を形成しし， fil，jfJ!IJのi:I:j務illtを削 り込むことで成形する。その上jMに礎石 を似え，さら

に悲tf'l土にあたる砂n土を五年く杭む。廻1t!1;のけHI!IJti:ダIJには.各礎石IIIJの中央に角柱列SX190がある。
柱は一辺20cm， i奈さ 25cIlIの l~i!~伝を掘って抗日える。 柱艇が泣存した例では一辺 1 2cIlIX7 ，5CIlIのIVfifli

長方形で，短辺を桁行方lí'Jに姉jえる。 刻、例はIIIIJJ守zにあるが，柱侃Jr~は火型で柱川寸法にばらつ

きがある。この角柱列の機能についてはJJ要壁米のー純である可能性がifJjいが，今後知例を1'.¥":って

倹，iすしたし、。

廻廊南雨落溝S0181

SD]81は岩拾を幅1.5-

2，Om， f~ さ 0 ， 2-0 ， 3m ほ

ど削 り，惜の防外方はl隔

が:)O，5mほとεの平担iftiをも

つだけで急傾斜で丘陵に

いたる。岡部構は，当初j

粘土肘をi船長 と し，石で

議jいしていた (SD181A)

が，その後 i梓は基刷結

石と iEj iE の石の1~i え付 け

指形を合め掘り位され

(SD181B)， 10佐紀後半代

に担I!没したとみられる。 以 IIJぇ.'i:;~I，J 1tí1r: ir(t~1 (1 : 2.000) 

F 
J 
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廻廊北雨落溝8D182 SDJ82は調査区の束と附で検11'，したが，両者で様相lが異なる。束では第6

次調査区での所見と|日lじく，建築部材を合む県以色有機n土肘の下で， 中日1.6111，深さ0.3111の素
J掠り械を検11¥した。刊で1立当初幅0.8111の石剥Li昨であったことを雌認した。したがって廻Jl!IIの当初j

の;J，~ti".(I陥は5.4 111 と.Jft定される。 北f:I・i r6悦のl引I[IJ は人頭大の川原石で舗装する (SX]74)。

その他の遺構 石組純設SX175，尚北出SD]創 ・]85，土坑状のくぼみSX186・]87，炉跡;SX188， 

土砂崩れ跡SX]91・]92がある。SX175は，部6次捌査でI況に検出しているが，廻廊の入|防から 2

IIIJ目の内1!!1J磁石ダIJ上に大型の石材を長方形に組んだものである。Jまは岩維を削りだしたままで敷

石などは~!~く，改修後の北m落市j氏とほぼ同 じ山さである 。

遺物 建築部材(柱 .i1lUt .直1:梁:・巻斗 ・給皮) ・瓦 ・土総 ・施希h陶器 ・欽釘などがある。瓦

以外は緩めて少~: I:~で.建築古J;材を除けば. 外11llJ から流入した造物がほとんどである。 土器には

土r.ilH出・ ~J(志保 ・ 以色土慌があり 土r.m慌では奈1:.t1l;¥'代前半から平安時代にかけての灯明JIILが

多い。施Wi!lli句協には緑利!と，型事11しの文様をもっ腕形のいl外而に利政をJ施すl占三彩がある。

まとめ 今回の調査で，Tti而廻廊の規棋がI~~から 17川以上であるこ とが確認された。 悶辺の地

形から廻民11はJ9111J j._)、上には延びないと考えられ，その束問中日は51111以上57111未満となる。廻廊

の南北仰は58111 松!立 と .Jff~定されており ， 廻廊で問まれた空間は，ほぽ正方形に近く ， その規模

は一般的な国分寺とほぼ等 しい。なお，廻廊rHの土砂崩れによって形成された高まりには多)I{:

の瓦や器出土とJLlわれる山土のほか，土製小仏像，余?17iをJ!，'jったi奈製品の|却rnーやガラス玉が含
まれており，丘陵上にlurきの堂J;答の存在が.Jft定で
きる。11¥土した瓦は 7世紀後半から末のものと，奈

良H寺代末から平安時代初jめのものが多く， 丘陵上に

は仏~fif:ゃ廻1Mの造営以前に建てられたものと以後に

建てられたものとがあって，廻廊倒壊H寺まではとも

に存在したと考える ことができそうである。これは

廻廊内に堂塔が存在したか再かという問題も合め，

奈良時代の坂田守のIJAI際会体の構成とl刻わる|問題で

あり興味深い。

ート‘、‘岨....'。

..~園、、

坂田寺第 6 ・ 7 次~OIB'f.i立締l立I (1 : 500) 
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3.飛鳥池遺跡の調査 (飛鳥寺1991-1次調査)

飛鳥寺の南東に位'jr，':する飛13池の担!め立てに1'1'い.明日芥村教77委員会と合同で災施した調査。

検出した逃椛は，抗ii立柱建物8税i，掘立柱1))(04条，炉跡10悲以上，石敷4，石造lI.ilYi:2条， ;11:戸 2

t.t~.素椀り i，Yí:，土坑などである。 i出品は， 平安H手代，藤ll;l'[; '; !UJ. 7世紀中頃にわかれる。

平安時代の遺構 谷 (SD809) に沿った葉掘り泌1:SD771がある。調査区i:t.i四辺では師O.4m，泌さ

0.45 mあり，待筋に沿って北京に延びる。

藤原宮期の遺構 整地土の仁聞で建物，塀，炉跡， ~ I:戸 ， iiYi:，土坑を検11¥した。これらは金属製

品などの製作に関連する遺構であり， fF筋 (SD809・810)にJ!Wtした炭}¥'1と籾l炭府から，金属製

品(鉄 ・銅) ・ガラス製品 ・木製品の製作に|主lわるia一物が大id:に11'，土した。

倒立柱建物は.'1ぽ方11見方位にそった SB748・754・757と.北で京にふれる SB767・785・805・
808がある。SB748は柱IIIJ1.8m (6 )~) o SB754は梁1:¥1，桁行とも2.4m (8)辻)等1111の砕j北械であ

ろう。SB757は東阿の柱I1:J2.4m (8尺)，iN北のHlIIJ3.0m (]O尺)。この 2械はMi:抜しており ，

SB757が古い。北で京にふれる建物は調査区の北半-にある。北辺に位置する SB805は 2111Jx31:¥J 

の建物で.斜而を削って平I山ifijを作り， 111側に2条の釧水i，Yi:SD803とSD804を巡らすot¥'UIl12.2m 

等II¥J.桁行は総長6mを1.8 m (6 )¥_) 2 II¥Jと2.4m (8尺)に3分する。SB808はこのSB805北京

去に重松する建物。 梁UJJ*;~:長は4 .4mで同じ。tli行の柱I/¥Jは1.8m (6尺)0 2械はil!lJ柱筋をほぼ揃

える。新旧は不明。Ss785はSB805の}拘束にあり ，規模は 211¥Jx211iJか。桁行2.7m (9尺)等II¥J.

梁l:tJkf-J3.9mである。i'砕陶ト何n刊j川可の5去k

J釘侃釘崩l立柱建物でで、，~梁i梁さ |間i丹削t円J 2 .4m， 桁行3.2mてで‘あある。北P阿可ヨ妥:E.柱筋は Ss回80侃5のf官似仰側!l即川[lJリl此主柱仁ti筋めにほぼ揃うのでで、. 2 

械は一体のものであろう 。建物内部に炉跡 SX774-776・787がある。これらの建物は内部やその

近辺に鍛冶炉跡があるので工房と考えられる。制査区l周辺にある SB767は211¥]x 311¥Jで梁IBJ].8m 

(6尺)，桁行は 2IlHが].65m (5.5尺). ] II¥Jが0.9m (3尺)である。

f}，il立柱亨IJSA748 ・ 75] は訓査区のíli凶inl ~にあり . SA748は柱I/¥J].8m (6尺)の21/¥1， SA 751 は3.0m

(1 0尺)である。 近般して炉跡 SX750があるので・建物の-'i~l)か。 塀 SA753は大型の土坑 SK770や

炉跡鮮の市にあり. 41/¥JでtU/¥Jは3.0m (1 0尺)等II\J，柱抑JI~は長辺が ] mをこえ大型で‘ある。柱

筋は SA751や SB785の側柱筋とほぼ並ぶ。このJJJf.の闘には従来物のj!凶刊司ともいえる炭府が広が

るので，作業区域の南東を ru~る椀!と考えられる。 SA756 ・ 759は剖査区の西端にあって五いにほぼ

直交する 2条の掘立;j:j))Hで、ある。SA756は柱rnn.5rn(5尺)で311¥J分を， SA759は主i:I/¥J1.8rn(6 

尺)で311¥J分を検11'，した。

鍛冶炉は直径35-40CIll， i深朱さlωOcα叩111前前ii後灸の川1形巴の炉『肋跡丹亦;カがf汁10叫J

ただけのものと.穴を掘ったあと内側に粘土を振りつけたものがある。SX788は6つの炉が軍なり，

古いものの内側に土を入れておii土をt!r'iり，かさ上げしながらっくり替えている。最下府のSX7886

は東iLIi約77clll，m~t50cm 以上ある 。 SX774-776は検1 1\ îffjでは 3~たの炉が{立問をずらしながら!E:抜

していたが，その下府にも少なくとも 2恭の炉跡があり，近Jました狭い範|制で何度も炉をつくり
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替えている。これらの炉跡を 先にのべた抑立柱建物 S8781とS8785が絞っていたと考えられる。

S8805の商聞にある SX800は直径約60cmあり 内部にl早さ10cmほど炭が充満する。炭の中からは

銅釘や銅切り府 ・銅塊が出土した。このほか，捌査区南端に小型の鍛冶炉SX750があり，西部に

やや大型の炉跡SX760がある。SX760は師約50CI1l，残存する長さ約 1111であるが，他の鍛冶炉の

ように内部に炭のj:jE献はない。

井戸SE777はIIII!吻側板を枠とする。枠は一段のみで，掘形径60CI1l， 1111物径45cmである。

建物 S8785や塀SA753の商から*にかけては，多量;の炭 ・灰を交えた造物包含層があった。こ

の居は，調査区南西から北京に延びる浅い谷S0809と，南東から北西に延びるやや深い谷S0810

に堆航したj!と業Jig~物のi!íÆt昭であり，鉄 ・ 3料棒，輸羽口 ， 鋳型， 対p向，鉄製品，銅製品， ~J切

りj百，須7il〈器，土防li器.lI.木器，木fili.砥石などが山土した。

7世紀中頃の遺構 藤原宮!VIの遺構が形成された整地土層，あるいは同|削~Iの炭層の下府で検出

した。石敷逃椛4箇所， 31'戸 1基，石器li荷2条などがある。

石敷SX815は.m側約半分にコ字形に911石を巡らせ，その中には拳大の石を，北側IJには人頭大
の石を敷きつめる。石敷の北辺には列石SX817があり，コ字形列石の2辺とほぼ平行する。石敷

.. ，問 川田

時0・

l 
v喝。。。

飛1';池ii'i:跡訓3b出Ilt図 (1: 400) 
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の南側のi，YiSD813は素抑りで，これを挟んだilji!!lJは一段高いテラスになる。UtflllJの構SD816は，

元来阿側を石で護岸してあったようだ。SX815をはずれると護岸の民跡はなく，素掘りの椛となる。

SD813とSD816はSX815の南東附でつながり，ここにさらに陶上段にある葉掘りの南北構SD811

が注ぎ込む。SX814はSX815の西側で一段低い所にある小石を敷いた石数。SX818は， SX815と北

閣の井戸まわりのSX823をつなぐように作られたf;lIi迫状の石敷で，閥均jが杓 1rn高い。南東側は，

岩雄を向1)り込んで急な斜面iとなる。この斜ITfiと石敷市とのIIlJには葉掘り前 SD819がある。SD819

は下で石組SX820につながり， SX820は斜めに石敷 SX818を横切って石敷SX823のi!B側にある石

組消 SD825につながる。SX823は， ~I:戸 SE822問聞に設けられた石数。 南側の岩般を削り込んで

平:lilTI師を作り，その南端に;)1:戸 SE822を掘る。凶i!!lJを石組市 SD825が凶み，東側にも弧状に並ぶ

石列SX824が残るのでf.'削IlIJを|徐き周回に石刻Li的を巡らせていた可能性が強い。

SE822はSX823の南端にある横板組の井戸である。一辺約80CI1I，i奈さがj].6 rnで， ;fiYi板 ~i~ヒ 3 段，

束とI十]は4段，聞は5段がifi存する。11;(下段だけ内側に横桟をかませる。このほか，藤原宮期の

建物SB805の下用でこの時期のSD809のj:jtfj'(}':'1(以色シル ト問 ・灰緑色料i砂!日)を掘り下げた。

土器・瓦 ・木器・木目ijが出土し，少)11:のf，iliの羽口や漆茄が合まれるo ~ I:戸 SE822からほぼ北北西

に向かつて谷地形が延びていたものと.fft定できる。

遺物 瓦J当{悲[，木附・木製品，金属 ・金属製品，土器 ・土製品，石 ・石製品がある。そのうち工

房|刻係の造物は木 ・金 ・土 ・石にまたがる多税多様な内科をもっ。

土器には土日ili器と須恵器のほかに少:1 1(の緑手111陶器 ・ 灰~III lri旬器 . klA色土器などがある。阪緑色粘

砂からtH土した 7世紀前半代のものと，炭!円 ・事11炭JRから11¥土した7世紀後三|とから 8世紀初jめの

土器が多く ，61世止紀初めと平f虫k川

才滑?土器には，パレッ トとして使用した杯JIIL類と谷器として使用した壷誕iJJlがある。

土製品には，鋳造 ・鍛造 ・ガラスに|勾わる.fhT，;J:j口，士1I"J札とりべ，鋳型，炉壁のほかに土馬，
11)而硯，転用硯，土製円盤があるof，iii;j:::l口はおもに炭!符から山土し，総数520点以上ある。ガラス

土Ir摘は平城京内や石川県守=家遺跡など]0泣跡に11¥土例があるが，いずれも点数は少なく，議は今

回初めて ~11土した。 ガラス|刻辿の造物にはほかに小玉の鋳型 3 点 原材料と忠われる方鉛鉱や良

質の石英塊がある。小玉の鋳型は円または;H'!円形の粘土板の一方の而に直径5mmの小孔を多数並

べたもので，小孔の中央に ]mm米山jのキ111孔が1'(iillする。利l干しにはガラスが残り，下町の刻11孔部分

周辺は他よ りも熱による変色が自1"、。類例は天理Jl市布fli遺跡樹原市四条大田中遺跡、等7遺跡で

出土しているが，士11柿とともに11¥土したのは今回が初めてである。とりべは椀形の厚手のものと，

土r.iIi器のっくりと同様の薄手のものがあり，いずれも片口に作り銅湯玉やカラミが付者ーする。鋳

型のほとんとeは製品の秘額が明らかでない破n.であるが.仏像型と泌Nkiiii萄鈍型が注目される。
石製品では大ll(の砥石のほか，石製鋳型なと・が少id-あるo{i!k石は2.5cm大から50cI1I大までの多様

な大きさのものが約990点ある。大型 ・中型の r.j"}，1;え砥」は少なく， 三角形・ 11)形・多角柱形など

に使い込んだ汁、型の 「持ち低」が多い。
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金属製品には銅と欽があり，製品・米製品・ Mなとず約200点のほかに原料や鉱絡がある。鉄製品

には釘 ・ 鎚 ・ ])子 ・ 鍛 ・ 繋 ・ はぱきなどがあり，刀子や鍬の米製品が目立つ。 銅製品では人Jf~ ，

ピンセット.I'Jiifi釘，主|のほか魚子を打った紋，金銅製の板，透かし彫りの切り政き府八， たが

ねでì~ IJ りとったときに生じる蝶旋形の府なと14体的な製作の工程がff(jJ[IJできる。

木器は務l炭!白から多:l，::に1'1'，土した。金属探工房で朋いた様 (ためし :注文見本).i奈工房用の

道具，木工J!.のほか，祭配具.・遊戯H . 1JIl飾JL ・ 平等 ~ff等がある。 J様には鍛 ・ 鎌 ・ 刀子 ・ 釘 ・|斗金

具，座金J1，illI金Hがある。木簡は，炭!日及び湘l炭肘から103点が出土した。

瓦坤類は整理Jl箱にして60箱ほどi.lJ土した。内訳は， 判:)L瓦. ~q:平瓦， メL瓦， 平瓦， 並木先瓦，

而戸瓦，関斗瓦.l¥!JJfl:.時，土管などであるが，いずれも飛1:3寺所用のものと考えられる。

まとめ 今回の制査で，飛鳥寺近くの谷地形を利用し. 7世紀中頃 (i会・金属)と藤原符JUJに営

まれた工房の存在が明らかとなった。符WJにはほぼliiJじ場所で，金属(鋼 ・鉄) ・ガラス ・木漆

器が生産されていたことも判明し，鉄製品の製作に木製の様を使うこともこのH寺JUJに遡ることが

知られた。この工房の性格については 原料なとεに許制下で、税として集められた物品を使用する

一方 r石川富」や「大作l皇子宮」なと'の下(の物品もJ:T=j1t、ていることから， r~~'日: .X房」と断定す

るには至らなかった。 しかし，飛鳥の宮者11のごく近く で金属製品などの生産地跡を発見できたこ

とがf設大の収艇であり，今後，飛鳥地域の土地利用や当時の金属器生産の実態を考える上で重要

な資本|を~fËfj~ したといえよう。(大脇 i~D 

;凋:l'EJ血区 j立幼:・:刈子「次数 凋:rr. JVJ 11¥1 而 m i桁 考

6i¥JF -S d長1J;('u~~66.;j~ 91. 8. 6-91. 9. 2 315m' ぬ:jI_lj:Ji1~j~r

6i¥JG -T. U 政1J: ('tl首~68次 91. 9. 6-92. 2. 6 1.460m' ぬn国ブnミ:W
6i¥MII-J 藤11;(':;江m66ー l次 91. 4. 1-91. 8. 3 1.200m' 左京十一条三J")iifiiJ.!i呼('，1;'1;::11:ブi遺跡;)

6i¥Jド ーQ 必1);(.~と~'~~66- 2次 91.4.4-91.4.5 30m' 宮西プj官1M

6i¥JF -Q 政!点王(自，';66-3次 91. 4. 4-91. 4.11 85m' 富国;Ji1守l~í

6AJF -Q 必lj;(':~' tf~66 -4 ;)~ 91. 4. 8-91. 4.11 70m' 宮西方1'l"W
6i¥JQ -E 必l月n~.f~~66- 5次 91. 6.17-91. 7. 5 204nl 布Jjt二条二以i北西 ・l軒磁1'1'

6i\ ~IR -R 政1J;('~f !Â~66- 6次 91. 7.30-91. 8.29 166m' 右3jt寸ー条四.WHI来月2
6i¥J1I -P 政'h('8'tr;66ー7次 91. 8. 1-91. 8. 5 60m' 宮西方1守iM
6i¥JP - ~I 政0;(':出・m66-8次 91. 8.23-91. 9. 5 192m' 右京二条-iji'軒来月'

6i\J~1 -s IÌll )l;(.~t!i66- 9次 91. 9.17-91. 9.21 4001' 宮市而大厄

6AJC - ~I 必 1r.!':~f~;66-10次 91.11.11-91.11.14 75m' 左京六条三.tJj北凶1'1'

6i¥jK -C 総1.1;('::..f ti~ 66ーII次 91. 11. 19-91.12.16 221m' 五回而大m
6i¥j1l -S 政1);(H~';66 -1 2次 92. 1. 8-92. 2.19 350m' 右京七条-iji北凶1'1'
6i\~ 1I 1 -J.Q.R・5 機IJ;(Hm66-13次 91目12.2-92. 4.14 745m' 左京十一条三幼I何百1'1'(市!日t;Jjj世尚:)

6i¥JD -P d主 0;('/・::'f~i66- 14;j， 92. 2. 5-92. 2. 6 14.5m' '広rN耳E隅

6AJG -T 桜1(，('r;fm66ー15次 92. 2.12-92. 4.13 800m' 出羽ブi'I~mí

6AJII -P 必1.!;t'[~j'~:;66ー 1 6次 92. 2.24-92. 2.25 70m' 五1酋:Ji"，'¥1笥

6i¥JN -N 藤I{，(':と.f耳目66-17次 92. 3.23-92. 3.31 60nl tl:]j(二条三ijiけ'1l!.!i'mJl!n 
6i\ ~ 1 1) - U 石fillj古跡第10次 91. 7. 8-91.12.17 670m' 飛13浄御1{，':'r~，11~í仁j出

5sST -i¥ 1坂FR"j'~i7次 91. 9. 2-91.12.17 330n{ itiffiif目的d

5si¥S -¥v ilHげ1'1991-1 ;j， 91. 4. 5-91. 8.12 1.190n{ 飛。1・3地直I跡
6i\ ~ IC -N Illmjfl~'; <1次 91. 7.11-91. 7.31 209m' 山Ell辺推定j血

6ß~IY -C 本来自iUミ]'1991-1 次 92. 3.10-92. 3.27 22m' 金:i:i:m .耳I辺

1991年度 飛J~iIi長崎{??I跡発婦別抗告U調子f. j也一位
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